
令和３年度 がん対策に係る主な取組 
令和４年３月 12 日 

保健・疾病対策課 

○がん予防                                         

１ 周知・普及啓発 

○ がんと向き合う週間（10/15～10/21）の実施 

 R3テーマ：「コロナ禍の今こそ「がん検診」～初めて受診、久しぶり受診、今年も受診～」 

・長野県がん対策推進県民講座 ～コロナ禍におけるがん予防とがん検診～ 

長野朝日放送「信州がんプロジェクト」と協働して県民講座を開講し、YouTubeで配信。 

（再生数：約 1,000回） 

【講演１】長野県のがん対策について  小泉 知展 氏（信州大学医学部附属病院） 

【講演２】がん予防とがん検診について 津金 昌一郎 氏 

・がん検診促進オリジナルポスターの作製 

   地域包括医療協議会と協働し、今年度のテーマに沿った県独自の受診啓発ポスターを作製

し、コロナ禍における「がん検診」の重要性を呼び掛け（1,500枚作製） 

・県内 77市町村と「がん対策推進連携協定」を締結 

   市町村・連携企業（計 124企業等）と協働し一体となったがん検診受診啓発活動を実施 

○ 北アルプス地域におけるがん対策推進のための講演会 

『未来に咲く花、色とりどり～比べて納得、子宮頸がん治療～』 

 期 日：令和３年 11月 30日（火） （当日参加者合計 32名） 

 場 所：大町合同庁舎５階講堂およびオンライン（ホームページにてオンデマンド配信中） 

 講 師：ボサノバフルート奏者 赤羽 泉美 氏、 飯田女子短期大学教授 鈴木 真由美 氏 

○ 第 11回「愛は子宮を救う in長野」 

期 日：令和３年９月 25日（土） 

   子宮頸がんについてのパネルディスカッション等 WEB配信 

○「リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2021信州長野」 

期 日：令和３年９月 18日（土）～９月 30日（木） 

 

２ がん検診受診促進 

○ がん検診市町村間相互乗入れ制度の実施（乳がん検診、子宮頸がん検診） 

   内 容：市町村が実施するがん検診をより受診しやすいものとするため、がん検診の受診希

望者が、住所地以外の市町村の医療機関でもがん検診を受診できる体制を整備 

   R3実績： 

 

    

 

○ がん検診実施状況調査の実施 

  「地域保健・健康増進事業報告」（国実施）、「がん検診実施状況調査」（県実施） 

○がんとの共生                                         

○ 社会保険労務士の出張就労支援相談会 

   期 日：通年（月に１回程度） 

   場 所：県内がん相談支援センター 

   件 数：71件（R3.12月末時点） 

がん患者とその家族に対する就労相談・がん相談支援センター相談員に対する就労支援に関

する研修を実施。コロナ禍の下、Web等でも対応できるよう要領を改正。 

 

 乳がん検診 子宮頸がん検診 

協力医療機関数 60 機関 91 機関 

参加市町村 48 市町村 49 市町村 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養
研究所、国立健康・栄養研究所  
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○がん医療の充実                                       

１ 長野県がん診療連携拠点病院整備検討委員会の開催 

   期 日：令和３年９月２日（木） 

   場 所：県庁西庁舎 110号会議室（オンライン開催） 

   内 容： (1) 新型コロナウイルス感染症流行下におけるがん診療連携拠点病院等の指定要件について 

 (2) 令和３年度機能評価・ピアレビューの開催方法について 

        (3) 講評事項に対する対応状況について 

２ がん医療提供体制の維持・向上 

○ 県内がん診療連携拠点病院等への助成 

   対 象：11病院（がん診療連携拠点病院：７機関、地域がん診療連携病院：４機関） 

   内 容：がん相談支援事業、緩和ケア推進事業 等 

   助成額：1億 2,320万 7千円 （R3当初予算） 

○ 県内がん診療施設への助成 

   対 象：９病院 

   内 容：ビデオスコープ整備、腹腔鏡ビデオシステム整備 等  

   助成額：4,128万 6千円 （R3当初予算） 

○ がん医療従事者を対象とした研修会等への助成【R4新規事業】 

   対 象：長野県臨床検査技師会  

内 容：がんの検診・診療に従事する医療従事者に対する、乳腺エコー実践研修会開催 

   助成額：50万円（R4予算計上） 

３ がん患者への支援 

○ 小児・ＡＹＡ世代のがん患者等の妊孕性温存療法への助成 【R3新規事業】 

   対 象：妊孕性低下リスクのある治療を受ける予定のがん患者等（凍結保存時に 43歳未満） 

   助成額：約 300万円（15件） ※R4.2月末現在実績 

内 容：※助成回数：対象者一人に対して通算２回まで 

  

 

 

 

 

 

 

○ がん先進医療費利子補給金の交付 

対 象：がんの先進医療を受ける患者  

  内 容：がんの先進医療に係る費用の融資を受けた場合に、利子相当分を補助（R3現在：計 6名） 

４ がん登録事業の推進 

○ 長野県がん登録事業推進委員会の開催 

 期 日：令和３年 12月 23日（木） 

 場 所：県庁西庁舎 108号会議室（オンライン開催）  

   内 容： (1) がん登録事業の実施状況について 

(2) がん登録情報の提供に係る審査について 

        (3) 長野県がん登録事業における要綱等の改正（廃止、制定等）について 

○ 日本がん登録協議会 第 31回学術集会 in長野【R4事業】 

    期 日：令和４年６月２日～４日 

   日本がん登録協議会、信州大学医学部附属病院、長野県の共催。 

温存方法 １回あたりの助成上限額 

胚(受精卵)凍結に係る治療 ３５万円 

未受精卵子凍結に係る治療 ２０万円 

卵巣組織凍結に係る治療 ４０万円 

精子凍結に係る治療 ２万５千円 

精巣内精子採取術による精子凍結に係る治療 ３５万円 
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